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都市から観測されるデータには人間
の活動に起因した偏りが生じます。
このような偏在を空間的な活動パ
ターンと時間的なリズムとして抽出
し、解釈の容易な形に可視化します。
例えば、交通量データに適用するこ
とで、交通量の傾向を理解する際の
手助けをすることができます。

いつ・どこで観測が得られたかとい
うデータと道路網などの位置に関す
る情報を用意すれば、自動で活動パ
ターンとリズムの抽出ができます。
また、センサーの故障、ネットワー
クの不具合、サーバー異常によって
データに欠損値が存在する場合には、
観測値の推定・復元ができます。

交通流データに限らず、人の活動に
伴う多種多様なデータが今後ますま
す観測されるようになります。その
ようなデータをリアルタイムで解析
し、活動パターンとリズムを即座に
可視化することで、緊急災害などに
おける、迅速な状況把握のサポート
などを行っていきます。
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都市から観測される時空間データには、

いつとどこに関する情報が含まれています。

時空間データには、人間の活動に起因する空間的

な偏りと周期的な繰り返しが現れます。

テンソル分解によって抽出された少数の活動パターンとその発生リズムを用いて、与えられた時

空間データの大部分を説明できます。本研究では、テンソル分解に地点間の距離、時刻や日付の

前後関係などを利用し、時空間的に滑らかで解釈しやすいパターン抽出を可能にしました。
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都市における人の活動パターンとリズムを可視化

～時空間統計に基づく都市データの解析～
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